ビジネス基礎　確認テスト　第５回　
第３章１節　ものの生産者・２節　サービスの生産者（P.60～68）
	年　　　　組　　　　番
	得　　　　　　点

	名　前
	
	



［１］次の文が正しければ○を，誤っていれば×をつけなさい。
（１）ものの生産者の役割は，消費者ニーズとは無関係に製品を製造し，商品として市場に提供することである。
（２）ものの生産者は，日々変化する消費者ニーズに対応するために，つねに新しい商品の開発を考えている。
（３）日本の製造業は，商品を販売する力は強いが，技術はさほど高くない。
（４）サービスは，従業員だけで生産できるので，顧客が生産にかかわる必要はない。
（５）製造業とサービス業はあくまでも別のものであり，融合することはない。
	（１）
	（２）
	（３）
	（４）
	（５）

	
	
	
	
	


［２］次の文の（　　）にあてはまる語句を答えなさい。
（１）消費者保護を目的として，製品の欠陥が原因で人やものに損害を与えた場合，その製品の製造者が，被害を受けた人に損害賠償責任を負うことを定めた法律を（　　　）という。
（２）サービス業者のうち，ホテル・旅館などの業者を（　　　）という。
（３）近年は企業が業務の一部を外部に委託する（　　　）が増えている。
（４）「おもてなし」ということばはサービスの品質の高さを意味するが，英語では（　　　）ということばが，似たような意味を持っている。
（５）サービス業は，製造業に比べて設備も人手もあまり必要なく，一人でも（　　　）がしやすい。
	（１）
	（２）
	（３）
	（４）
	（５）

	
	
	
	
	


［３］次の文の問いに，正しいものを解答群から選び記号で答えなさい。
（１）「ものの生産者」が含まれないのはつぎのどれか。
ア．第一次産業　　　イ．第二次産業　　　ウ．第三次産業
（２）エアコンやテレビのリサイクルについて定めた，２００１年に施行された法律はつぎのどれか。
ア．容器包装リサイクル法　　　イ．家電リサイクル法　　　ウ．自動車リサイクル法
（３）つぎのうち，サービス業に含まれない産業はどれか。
ア．鉄鋼業　　　イ．広告業　　　ウ．洗濯業
（４）こんにちのおもな社会環境の変化としてふさわしくないものはどれか。
ア．人口に対する高齢者の割合の増加
イ．人口に対するこどもの割合の増加
ウ．フルタイム就労の女性の増加
（５）消費者に自社の商品を選択してもらうために，独自の特徴で違いを出すことを意味するのはどれか。
ア．ネットワーク化　　　イ．活発化　　　ウ．差別化
	（１）
	（２）
	（３）
	（４）
	（５）

	
	
	
	
	


１５（問中）








